
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
、
方
針
の
柱
に
は
、
行
政
の
責
務
を
し
っ
か
り
と

位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

基本

質疑

に
つ
い
て
は
、
十
年
間
の
方
針
文
書
に
記
載
す
る
こ

と
は
慎
む
べ
き
で
す
（
詳
細
は
右
表
）。 

基
本
構
想
は
、
区
民
の
生
活
実
態
を
正
確
に
把
握

構想特別委

を行ないま

20

日

体
的
に
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

個
別
の
施
策
に
つ
い
て
も
問
題
の
あ
る
記
述
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
住
民
合
意
の
無
い
様
々
な
施
策

委員会にて

した。 
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行
政
の
責
任
を
認
め
た
こ
と
は
重
要
な
点
で
す

が
、
方
針
と
な
る
文
書
に
明
記
し
な
い
こ
と
は
、
説

明
が
付
き
ま
せ
ん
。 

民
の
生
活
を
〝
ど
の
よ
う
に
守
る
か
〟
の
記
述
が

あ
ま
り
に
も
少
な
過
ぎ
ま
す
。 

緊
急
性
の
高
い
福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
よ
り
具
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質
疑
で

行
政
の
責
任
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
と
〝
行
政
の
責
任
は
大
前
提
で
あ
る
〟

と
の
答
弁
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

行
政
の
責
任
を
認
め
た
こ
と
は
重
要
な
点
で
す

や
け
て
い
ま
す
。
「
一
九
〇
〇
人
を
超
え
る
特
養
ホ

ー
ム
待
機
者
」
「
認
可
保
育
園
に
入
れ
な
い
一
五
〇

〇
人
近
い
児
童
」
な
ど
、
深
刻
な
実
態
を
抱
え
る
区

区議会議

上
で
は

必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
す

し
か
し

本

来
は
行
政
の
責
務
が
果
た
さ
れ
た
上
で
、
住
民
の
協

働
が
あ
る
べ
き
で
す
。 

質
疑
で
、
行
政
の
責
任
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
を

福
祉
施
策
は
、
曖
昧
な
記
述
が
目
立
ち
ま
す
。
基

本
構
想
が
住
民
の
切
実
な
実
態
を
リ
ア
ル
に
伝
え

て
い
な
い
た
め
、
緊
急
に
対
応
が
必
要
な
施
策
も
ぼ

議員 

に
記
述
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

一
方

住
民
同
士
の
協

働
や
支
え
合
い
の
文
言
は
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

住
民
の
協
働
は
、
民
主
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る

上
で
は
、
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
本
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し
っ
か
り
と
明
記
す
る
と
共
に

住
民
の
実
態
を
正

確
に
掴
ん
だ
内
容
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
今
回
の
構
想
は
、
行
政
の
責
務
が
明
確

に
記
述
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
住
民
同
士
の
協

幼保一体化
保護者や保育

め方をするべ

なっている幼

うとしていま

荻窪駅周辺
ブリックコメ

件を明記すべ

せられてい

備が位置付

ていく事が必

小中一貫教
様々な問題

貫教育を無反

区立施設の
児童館や小

ない区立施

あります。財

を後退させ

杉並区善福寺

EL 090-9
ームページ

tp://yama

別
委
員
会
が
開
か
れ

質
疑
に
立
ち
ま
し
た

基
本

構
想
と
は
、
今
後
十
年
間
の
杉
並
区
の
骨
格
と
な
る

方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。
行
政
の
責
任
や
役
割
を

し
っ
か
り
と
明
記
す
る
と
共
に
、
住
民
の
実
態
を
正

化を明確に
育・幼稚園の

べきではない

幼稚園・保育

ます。 
辺整備 
メントなどで

べきではない

るのにも関わ

けられていま

必要です。 
教育 
や批判が寄

反省に進めよ

の再編整備
中学校など、

設の統廃合

財政削減の名

る事は許され

寺２－２－

9973-0941
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adakohei.j

三
月
五
・
六
日
の
二
日
間
、
杉
並
区
基
本
構
想
特

別
委
員
会
が
開
か
れ
、
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。
基
本

に記述 
の現場から「

い」と、大き

育園の一体化

でも「具体的

い」などの声

わらず、荻窪

ます。乱開発

寄せられてい

ようとしてい

備 
、地域になく

合が進められ

名目で、区民

れません。

１１

jp 

「拙速な

きな問題

化を進め

的な開発

声が多数

窪駅周辺

発を防止

いる小中

います。

てはな

れる危険

民サービ
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議会

 一

議会

例会

算を

様々

 私

の拡

広く

野も

動に

 当

毎日

ん。

ため

3.49μ

鉛で覆

必
要
で
す
。
国
の
責
任
あ
る
対
応
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

 た

しい

で、

トも

その

いで

で、気

張り

会中は子ど

年間の議会

が、現在、

」（通称・

審議する

な分野で、

も福祉分野

充などを求

、調査項目

重要なので

取り組むこ

然、子ども

、寝ている

寂しい…。

にも頑張ら

Sv/時を計測

われた保管庫

応
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
放
射
能
汚
染
物
に
つ
い
て

は
、
国
の
責
任
で
処
理
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す

国

責
任

対
応

求

だ、議会中

いスケジュ

自然にダイ

はかれるの

点は、あり

ですね。最

気を抜かず

ます！ 

どもとの
 

会の中でも

行なわれ

予算議会）

非常に重要

激しい質

野を担当し

求めるので

目も多岐に

で、連日、

ことにもな

もと過ごす

る姿しか拝

でも、子

らねば！ 

測（上） 

庫（右） 

る
と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
一
時
的
に
、
区
行
政
が
汚
染

シ
ー
ト
の
管
理
に
責
任
を
持
っ
て
対

応
し

い

は
評
価
で

す
。

中は激

ール

イエッ

ので、

りがた

最後ま

ずに頑

時間もお

も、もっと

れている「第

です。来

要な議会で

疑が行なわ

し、それぞれ

ですが、守備

に亘ります。

ほぼ徹夜

ります。 
す時間は無

拝むことが

子どもたち

先
日
の
保
健
福
祉
委
員
会
の
質
疑
で

は
、
他
の
学
校
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て

い
る
汚
染
シ
ー
ト
も
、
順
次
、
撤
去
す

の
答
弁
が

れ

し
た
。

 
 

 

お預け… 
も激しい

第一回定

年度の予

であり、

われます。

れの施策

備範囲も

。どの分

で調査活

くなり、

出来ませ

の未来の

汚
染
シ
ー
ト
は
学
校
敷
地
内
か
ら

直
ち
に
撤
去
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

先

の
保
健
福
祉
委
員
会
の
質
疑
で

仲
良
し
の
従
兄
弟
に
絵
本
を 

読
ん
で
も
ら
い
大
満
足
の
息
子 

射
線
量
を
計
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
杉
並
区
内
の
測
定
で

は
、
計
測
し
た
こ
と
の
無
い
〝
高
い
〟
数
値
で
す
。 

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
り
た
い
方
は

ぜ
ひ
消
防
団
に
入
団
を
。 

ご
一
緒
に
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
！ 

井
草
八
幡
宮
で
の
訓
練
の
様
子 

先
輩
の
指
導
を
受
け
、
ホ
ー
ス
を

握
っ
て
い
ま
す
。 

区
議
団
の
測
定
器
で
計
測
し
て
み
る
と
、
保
管
庫
の
外
側
は
、

毎
時
０
．
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
し
た
。
保
管
庫
の
内

部
で
は
、
毎
時
３
．
４
９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
高
い
放

線
量

定

す
。
大
規
模
な
震
災
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、

消
防
団
の
役
割
が
、
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

地
域
の
安
全

安
心
を
守
り
た
い
方
は
、

ち
入
り
が
出
来
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
鉛
で
覆

わ
れ
た
保
管
庫
が
二
つ
あ
り
、
そ
の
内
の
一
つ
に
堀
ノ
内
小
の
汚

染
シ
ー
ト
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

区
議

定
器

計

保
管
庫

外
側

所
の
公
園
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
ら
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

地
域
防
災
の
要
と
な
る
の
が
消
防
団
で

す
。
大
規
模
な
震
災
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、

シ
ー
ト
を
管
理
す
る
た
め
の
保
管
庫
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
二
日
（
金
）
党
杉
並
区
議
団
で
、
現
地
を
調
査
し
ま
し
た
。

保
管
庫
は
区
役
所
地
下
三
階
の
一
室
に
あ
り
、
施
錠
さ
れ
、
立

入

出
来

す
。

は

鉛
で
覆

現
在
、
夜
間
の
訓
練
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
は
新
人
で
す
の
で
、
足
を
引
っ
張
ら
な
い

よ
う
に
自
主
練
も
始
め
ま
し
た
。
朝
晩
に
近

所
の
公
園
を
ウ

ウ

し
て
い
ま
す
の
で
、

堀
ノ
内
小
学
校
の
芝
生
養
生
シ
ー
ト
か
ら
高
濃
度
の
放
射
線

量
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
杉
並
区
役
所
地
下
三
階
に
汚
染

シ

管
理
す

た

保
管
庫

設
置

れ

し
た
。

現
在

夜

訓
練

始

す

六
月
に
行
な
わ
れ
る
荻
窪
消
防
団
操
法
大
会
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

放
水
を
担
当
す
る
一
番
員
で
す
。
私
の
所
属
す
る
第
三
分
団
は
、
昨
年
の

操
法
大
会
で
優
勝
し
た
分
団
で
も
あ
り
、
責
任
重
大
で
す
。 


